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昭和３４年（１９５９年） 「首都圏の既成市街地における工場等の制限に関する法律」制定

昭和３８年（１９６３年） 最初の大学として工学院大学が進出

昭和３９年（１９６４年）～昭和５３年（１９７８年）

１６校の大学等が進出

昭和５４年（１９７９年） 基本構想の都市像の１つに「歴史と文化を創造する学園都市」を掲げ、以後、
市の基本構想・基本計画で学園都市づくりを施策として位置づける

昭和５４年（１９７９年）～平成４年（１９９２年）

６校の大学等が進出、國學院大學が移転

平成９年（１９９７年） 八王子市学園都市センター開館

平成１５年（２００３年） 学園都市づくりを推進する所管として市民活動推進部に学園都市文化課を設置

平成１６年（２００４年） 八王子学園都市大学（いちょう塾）開学

平成１６年（２００４年） ヤマザキ動物看護大学が進出、戸板女子短期大学が移転

平成１８年（２００６年） デジタルハリウッド大学が進出（内閣府｢情報産業人材育成特区｣認定）

平成１９年（２００７年） 共立女子大学移転

平成２１年（２００９年） 大学コンソーシアム八王子設立

平成２７年（２０１５年）～平成２９年（２０１７年）

１２校の大学等と「包括連携協定」を締結

平成２９年（２０１７年） 「はちおうじ学園都市ビジョン」策定

令和６年（２０２４年） 「第２期はちおうじ学園都市ビジョン」策定

52

八王子市の学園都市づくりのあゆみ１
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（１） 学園都市づくりを支える市民・経済団体などの組織の変遷

八王子市 理事長・学長と市長との懇談会

八王子市学園都市協議会

構成員：大学等・議会・市民・市

昭和５２年（１９７７年）９月～平成９年（１９９７年）３月

八王子市学園都市推進会議

構成員：市民

昭和５５年（１９８０年）９月～

八王子市大学連絡会

構成員：大学等

昭和６２年（１９８７年）１月～平成９年（１９９７年）３月

八王子学生委員会

構成員：学生

平成８年（１９９６年）６月～

八王子市学園都市連絡会

構成員：大学等・市
八王子市学園都市振興会

平成９年（１９９７年）４月～平成２１年（２００９年）３月

役員：大学等
事務局：市（学園都市文化課）

八王子市学園都市推進会議

構成員：市民

平成９年（１９９７年）４月改正～

役員：市民・大学等・市
事務局：（公財）八王子市学園
都市文化ふれあい財団

八王子市学園都市振興会

平成８年（１９９６年）８月～平成１４年（２００２年）３月

理事会：大学等・学識者・市民・
市

評議員：大学等・学識者・議会・
市民・八王子商工会議所・市

八王子学生委員会

構成員：学生

平成１１年（１９９９年）４月改正～

八王子市産学公連携機構

構成員：大学等・八王子商工会議
所・企業等・市

平成１４年（２００２年）６月～平成２１年（２００９年）３月

（公財）八王子市学園都市
文化ふれあい財団

平成１４年（２００２年）４月～

（外郭団体統合による）

大学コンソーシアム八王子

構成団体：２５大学等・八王子商工会議所・八王子市学園都市推進会議・八王子学生委員会・（公財）八王子市学園都市
文化ふれあい財団・（公財）大学セミナーハウス、ＮＰＯ法人八王子市民活動協議会・市

平成２１年（２００９年）４月～



地域の大学等と連携を図り、大学等の高度で専門的な学習機会を継続的に提

供することにより、誰もが自由に学べる機会を確保し、市民の生涯学習に貢献

することを目指し、平成１６年（２００４年）９月に開学した、市民大学です。

（学校教育法に定める大学ではありません。）

ア 対象

原則１８才以上で学習意欲がある方なら誰でも受講可能

イ 講座内容

正規科目講座：大学等のキャンパスで正規の学生とともに受講する講座

一 般 講 座 ：大学等及び協力機関からいちょう塾のために企画提供される

講座（主な会場は八王子市学園都市センター）

公 開 講 座 ：無料で受講可能な、単発で開講される講座

学園都市づくりの拠点施設として、市民と大学等との幅広い交流や文化活動

の機会と場を提供するとともに、広く一般の方々の文化活動にもご利用いただ

くために平成９年（１９９７年）に開設しました。

本市の学園都市づくりを支える組織である、大学コンソーシアム八王子、八

王子市学園都市推進会議及び八王子学生委員会の活動拠点として利用されてい

るほか、八王子学園都市大学のメインキャンパスとなっています。

（２） 八王子市学園都市センター

（３） 八王子学園都市大学（愛称「いちょう塾」）
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八王子スクエアビル11階・12階に設置

年間で約３００講座を開講。開講から２０年で１３万人以上が
受講



ア 会議などの開催経過

日時 内容

第１回 令和５年（２０２３年）４月２５日（火）
（１）「第２期はちおうじ学園都市ビジョン」策定概要
（２）アンケート調査
（３）表紙デザインの公募

第２回 〃 ７月２８日（金）
（１）施策の体系（案）
（２）骨子案（素案たたき台）

第３回 〃 ９月１２日（火） 第２期はちおうじ学園都市ビジョン（素案）

大学等や市民の意向

八王子市

市民参加

市民活動推進部 学園都市文化課

庁内各所管

連携

原案確定

<審議会等＞
第２期はちおうじ学園都市ビジョン検討会

＜アンケート調査対象＞
○大学等（大学コンソーシアム八王子加盟校２５校）
○学生（市内在住・在学で大学等に通う学生）
○小学校（市立７０校※）・中学校（市立３８校※）
・高等学校（市内立地１９校）

※義務教育学校の前期・後期課程を含めた数

○企業（市内に本社または事業所を有する事業者）

＜パブリックコメント＞
素案に対するパブリックコメント手続き
（令和６年（２０２４年）４月１５日～５月１５日
提出者４名）

策定の主な経過２

（１） 第２期はちおうじ学園都市ビジョン検討会
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イ 検討会 参加者名簿
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選出区分 氏名（敬称略） 所属等（令和５年（２０２３年）９月時点）

学識経験者
（座長）

古本 泰之 杏林大学 外国語学部 教授 地域交流推進室 室長

大学等関係者
（副座長）

杉原 明 工学院大学 理事・総合企画部長

学識経験者 熊澤 義之 東京薬科大学 生命科学部 教授

大学等関係者 武地 紫 中央大学 学事部学事・社会連携課 課長

大学等関係者 豊嶋 信一 東京工科大学 八王子キャンパス学務部 部長

大学等関係者 河井 晋平 東京都立大学 管理部学長室 学長室長

団体等推薦 古瀬 智之 八王子市学園都市推進会議 理事

団体等推薦 小野 桂一 八王子商工会議所 中小企業相談所 所長

団体等推薦 石谷 結依 八王子学生委員会 委員長

団体等推薦 木村 美紀子 （公財）八王子市学園都市文化ふれあい財団 芸術文化振興課

市民代表 新 達也 八王子学園都市大学評議会 評議員

市民代表 有田 進治 八王子学園都市大学評議会 評議員

市民代表 高橋 今日子 南大沢中学校区 地域づくり推進会議 参加者



ア 調査の目的

本調査は、第２期はちおうじ学園都市ビジョンの策定に当たり、市内の大学等、大学生、小学校・中学校・高等学

校、企業の実態やニーズを把握し、ビジョン策定に必要な基礎資料とすることを目的として実施しました。

イ 調査期間

令和５年（２０２３年）５月１日～６月３０日

ウ 調査の対象・調査の方法・調査票の回収状況

対象 調査の方法 調査票の回収状況

大学等
（大学コンソーシアム八王子加盟校２５校）

大学コンソーシアム八王子事務局を通じてメール
で調査票のデータを配付し、回収

配付数２４票、回収数２３票、
回収率９５．８％

学生
（市内在住・在学で大学等に通う学生）

大学等を通じたメール及び市広報ＳＮＳで周知し、
Ｗｅｂアンケートで回収

回収数６８２票

小学校
（市立７０校 ※義務教育学校前期課程を含む）

メールで調査票のデータを配付し、回収
配布数７０票、回収数５０票、
回収率７１．４％

中学校
（市立３８校 ※義務教育学校後期課程を含む）

〃
配付数３８票、回収数２８票、
回収率７３．７％

高等学校（市内立地１９校） 〃
配付数１９票、回収数１３票、
回収率６８．４％

企業
（市内に本社または事業所を有する事業者）

八王子商工会議所及び八王子市産業振興部産業振
興推進課を通じてメールで周知し、Ｗｅｂアン
ケートで回収

回収数９８票

（２） 第２期はちおうじ学園都市ビジョンアンケート調査
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共同研究３

多くの学生が卒業と同時に
市外へ転出してしまっている

他市と比較して定着率の
低さが顕著である

若年転入人口獲得の機会を活かせず、
定住に結びつけられていない

進学により転入した
学生の多くには

八王子市に
住む積極的理由
（必然性・愛着）

がない

キャンパス周辺地域から隔絶され、
近隣住民との交流もない

また、学生同士の交流の際にも
学校周辺に滞留しない

八王子市は学生街のような歴史的に形
成された社会関係資本が乏しく、それ
を醸成する場所がないからこそ、郊外
型キャンパスならではの社会関係資本
の形成を政策的に支援する必要がある

立地図を比較すると、
八王子市にある高等教育機関は
キャンパスが市の中心地を

離れた「郊外型キャンパス」で
あることが分かる

・・・

＾
学生がキャンパスの立地する
土地に愛着を持つようになる

とは考えにくい

学生街があるような
キャンパスでは学生と
地域住民との有機的関
係が形成された結果、
学生は地域に対して愛
着を持つようになる

本ビジョンの策定にあたり、制度経済学の視点からまちづくりを研究する帝京大学経済学部寺川ゼミナールと「八王子

市における学生定住の検討」をテーマとして共同研究を実施しました。

ここでは、その概要を紹介します。

八王子市学生アンケート

・八王子市に移り住む理由が特にない
・八王子に愛着がないから

という回答が 約7割
〰〰〰〰

◎なぜ定住に結びつかない？

◎なぜ八王子の学生は愛着を感じにくい？

学園都市八王子の学生定住の現状分析と、新たな地域交流の提案
～学生と地域の豊かな関係性を目指して～

（１） 現状の分析と考察

（平成27年度・令和5年度実施）

〇八王子市に住みたくない理由

・・・

＾

・・・

＾

・・・

＾
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郊外型キャンパス

周囲から隔離され、すべてが学校の管理下にあるため、
閉塞感に満ちたものになりがちである

本能的に「自由」を求め、
自由な学びの場を求めている

人々が交流するきっかけとなる
「サードプレイス」を求めている

「大学発エクステンションゼミ」

学生が大学での学びで面白いと思ったものを
学外に持ち出し、地域の人に参加してもらう

ことで、学びを新たに展開させる

八王子市アンケート
や学生の転出数から、
現行の施策の成果

では不十分であると
言える

現行の施策に
加えて、さらに
学生が市民や
行政と交流する
きっかけが
必要である

条件を設けたうえで、
市が奨学金の返済を
一部支援する制度

八王子市定住促進
奨学金返還支援事業

etc.

（２） 現行の市施策 （３） 展望と提案

学生団体の活動支援

八王子市の魅力や情報の発信、
学生同士や学生と市民の交流を
目的に、学園都市づくりに貢献

する活動を行う学生団体
「八王子学生委員会」の支援

学生向けの
プロモーション

市内外の若年層に
向けて、八王子市に

愛着をもって
住んでもらえるような
街づくりを行っている

行政学 生

地域住民

自由な学びの場

交流の場

大学発エクステンションゼミ

市民の声をきく場

3者にメリットがある

学生

地域の人々
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